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稗原地区総合文化祭・農業祭り 11/10（日） 

 

 

※ 上記は、１１月中旬時点の予定であり、追加および変更されていることがありますので、ご了承ください。 

 

日 月 火 水 木 金 土 

１日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 

クリーン大作戦 

（8:00～） 

あいさつ運動  センター長会    

 習字教室 まめな教室 輝らきら体操（交流） 

生花教室（交流） 

   

８日  ９日  １０日  １１日  １２日  １３日 １４日  

しょくどう森々 

（交流） 

 

  南中地域学校運営 

理事会 

 コミカフェ   

  リリーハーモニー 輝らきら体操 

（交流） 

   

１５日 １６日 １７日 １８日 １９日  ２０日 ２１日  

 地域安全推進部 

年末パトロール 

（～20 日） 

 童々クラブ 

（お楽しみ会） 

 

 広報配布 

稗原いきいきｸﾗﾌﾞ 

 

 習字教室 まめな教室 輝らきら体操 

（交流） 

   

２２日 ２３日  ２４日  ２５日  ２６日 ２７日  ２８日 

サンタパレード 自治会長会 

 

 幼・小 2 学期終業式 

 

 コミカフェ コミセン仕事納め  

   輝らきら体操 

（交流） 

   

２９日 ３０日  ３１日  
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（男）  ７４０人（ － ２） 

（女）  ７６７人（ ＋ ２） 
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令和 6 年 

用意した 370台の駐車場が満車となり、「駐車するのに困った」と

いう声を聞きました。会場は多くの人で賑わい、会話の花が咲いてい

ました。「久しぶり！」「これうちの孫です！」「大きくなったねー！」

「マルシェの野菜買ったよー」「カレーが超うまかったヨー」「この子

が消防車にのせてもらって…」 

ご高齢の方もご家族といっしょに足を運んでいただきました。ま

た、小さいお子さん連れのご家族がたくさんお見えになっていまし

た。地区外にお住いの親戚、お仕事つながりで稗原にご縁のある方々、

文化祭そのものが好きでいらっしゃった方…等々明らかに地区外の

方が多くいらっしゃっている。流入人口をどうやって増やすか？はＰ

Ｒの方法と駐車場の確保だと考え、まず関係者駐車場を確定させ、小

学校駐車場をお客さん中心の駐車スペースと考えました。 

 それでも想定数を上回る人出があったのはうれしい限りです。昨年、あの雨の中でたくさんの人をお迎えできたのだか

ら今年は雨さえ降らなければさらに多くの人が呼べるのではないかと考え準備をかさねました。 

傘を持たなくてよい分、買い物もたくさんしていただき、各販売ブースは完売に近い状態でした。食べ物ブースも予定

どおり、それ以上に盛況で全体としてかなり盛り上がっていました。アルコールを解禁したことで、さらに盛り上がって

いる一角もありました。午後からは、なかよし発表が終わった小学校 5年生・6年生ブース、ＰＴＡブースも開店し、そ

こも列をなしてお客さんが並んでいました。ゲーム中心のブースは特に午後から賑わっていました。心配していた展示物

も各方面からいろいろな種類の作品が出店され、観て楽しい・おもしろい・美しい会場となりました。 

継承すべき盆踊りに大人の参加が消極的、ステージ公演を今年の神楽から来年何にするか？どこでするか？ 食に関

する規制が年々厳しくなってきている!? ＪＡ会場の人の停留をどう図るか？等々、来年開催に向けての課題も多くあ

りそうです。昨年コミセン館内に入場された方を 900 人と発表しました。今年は 1,100 人から 1,200 人と推定させてく

ださい。そして関係スタッフをすべて合わせ、文化祭・農業祭り延べ来場者を 1,500 人から 1,700 人と推定します。あく

まで主催者の勘による数字ですが…。（裏面へつづく） 

 

 
◆「日本でいちばん大切にしたい会社大賞」は「人を大切にする経営」が基底にあり、いわゆる中小企業の中
から選ばれます。この選ばれた会社を坂本光司さんが取材し、シリーズ本が出版されています。◆島根県の企
業では中村ブレイス、須山木材、島根電工、キシ・エンジニアリング、出雲土建、長岡塗装店、協栄金属工
業、金見工務店などがこのシリーズで紹介されています。◆著者の坂本さんがこのシリーズを描くきっかけと
なった会社が神奈川県にある「日本理化学工業」というチョークをつくっている会社です。社員の 7割が障が
い者であり、金銭的利益のみを目的にしない姿勢が注目の的となりました。会長の大山さんの「障がい者に働
く幸せを教わった」というコメントが紹介され、利潤至上主義だけでは作り得ない企業の価値が伝えられまし
た。◆経営の考え方の中心に人がいて、「おらがまちの会社」という意識が住民の中にもあり、その会社の近
くで住んでいることに誇りがもてる、なにかほっこりする会社のお話でした。 

センター長  高 野 正 次 

１月の行事予定 

  ３日（金）稗原地区新年賀会 

６日（月）コミセン仕事始め 

８日（水）幼・小 3 学期始業式 

 １２日（日）出雲市二十歳の集い 

１５日（水）新春餅つき大会 

 


